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1．略歴

昭和 20年 （1945） 9月 7日　東京都北多摩郡
東久留米村 （現東久留米市） にて出生
昭和 39年 （1964） 3月　東京都立大泉高校卒
業
昭和 39年 （1964） 4月　東京教育大学理学部
地学科地質学鉱物学専攻入学
昭和 43年 （1968） 3月　東京教育大学理学部
地学科地質学鉱物学専攻卒業
昭和 43年 （1968） 4月　東京教育大学大学院
理学研究科修士課程地質学鉱物学専攻入学
昭和 45年 （1970） 3月　東京教育大学大学院
理学研究科修士課程地質学鉱物学専攻修了
昭和 45年 （1970） 4月　東京教育大学大学院
理学研究科博士課程地質学鉱物学専攻入学

昭和 48年 （1973） 3月 東京教育大学大学院理学研究科博士課程地質学鉱物学専攻終了
昭和 48年 （1973） 4月 日本学術振興会　奨励研究員
昭和 49年 （1974） 8月 労働省労働衛生研究所［現 （独） 労働安全衛生総合研究所］職業

病研究部研究官
昭和 52年 （1977） 10月 科学技術庁長期在外研究員：米国ニューヨーク市立大学マウン

トサイナイ医科大学環境科学研究所　客員研究員 （1年間） 
昭和 55年 （1980） 4月 労働省産業医学総合研究所［現 （独） 労働安全衛生総合研究所］ 

職業病研究部　主任研究官
昭和 61年 （1986） 4月 環境庁環境研究所及び東京都環境科学研究所　客員研究員 （併

任、各 2年間と１年間） 
昭和 62年 （1987） 4月 東洋大学 非常勤講師 （併任、1997年 3月まで 10年間） 
昭和 63年 （1988） 4月 環境庁環境研修センター　講師 （併任、1998年 3月まで 10年間） 
平成 7年 （1995） 4月 筑波大学自然科学系　非常勤講師 （総合科目「自然の見方」分
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担担当 （1996年 3月まで） 
平成 7年 （1995） 6月 科学技術庁中期在外研究員：米国ノースウェスタン大学工学部

物質科学科　客員研究員 （3か月間） 
平成 9年 （1997） 4月 労働省産業医学総合研究所　作業環境計測研究部　部長
平成 11年 （1999） 4月 産業医科大学産業生態科学研究所　非常勤講師 （併任、3年間） 
平成 12年 （2000） 4月 産業医科大学産業保健学部　非常勤講師 （併任、3年間） 
平成 17年 （2005） 4月 東洋大学　経済学部　教授
平成 18年 （2006） 4月 環境省環境研修所講師 （併任、現在に至る） 
平成 20年 （2008） 4月 東洋大学図書館副館長 （白山図書館担当、2年間） 
平成 21年 （2009） 4月 東洋大学大学院経済学研究科教授（併任、環境経済学コース担当）
平成 22年 （2010） 4月 東洋大学自然科学委員会委員長
平成 23年 （2011） 3月 東洋大学経済学部定年退職
平成 23年 （2011） 4月 東洋大学大学院経済学研究科客員教授 （環境経済学コース担当） 
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Health 15, 159-171.

Kohyama N, Fukusima K and Fukami A （1978） Observation of the hydrated form of tubular 

halloysite by an electron microscope equipped with an environmental cell, Clays 

and Clay Miner. 26. 25-40.

Kohyama N, Fukusima K and Fukami A （1978） Hydrated form of some clay minerals 

observed using a fi lm-seald environmental cell,Proc. 9th Inter. Congr. on Electron 

Microscopy, Toronto, Vol.1, 72-73.

Aoki S, Kohyama N and Sudo T （1979） Mineralogical and chemical properties of the 

smectite in a sediment core from the southern eastern Pacifi c, Deep Sea Reserch 

26, 893-902.

Konjiki T, Sudo T and Kohyama N （1979） Mineralogical note of apatite in urinary calculi, 

Calcifi ed Tissue International 30,101-107.

Kohyama N （1980） Quantitative X-ray diffraction analysis for airborne asbestos dust in 

industrial environment. Part I. Application of X-ray absorption correction method, 

Industrial Health 18, 69-87.

神山宣彦 （1981） アスベスト―人体影響と環境汚染―、現代化学 No.120, 35-40.

Kohyama N, Fukushima K and Fukami A （1982） Interlayer hydrates and complexes of clay 

minerals obser ved by electron microscopy using an environmental cell, 

International Clay Conference 1981: Eds. by H. van Olphane and F. Veniale, in 

“Developments in sedimentology 35” Elsevier Sci. Pub. Co. , Amsterdam, 373-384.
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